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平成25年度 大栄経理学院 

第 136回日商簿記検定試験 模範解答 

３   級 

商 業 簿 記

 

第1問  

  仕 訳  

 借 方 科 目 金   額 貸 方 科 目 金   額 

水 道 光 熱 費 21,000 当 座 預 金 30,000 
１ 

資 本 金 9,000   

２ 普 通 預 金 600,000 未 収 金 600,000 

 仕 入 95,000 受 取 手 形 30,000 

３   買 掛 金 60,000 

   現 金 5,000 

４ 手 形 貸 付 金 1,000,000 当 座 預 金 1,000,000 

消 耗 品 8,000 当 座 預 金 5,000 
５ 

  当 座 借 越 3,000 

仕訳１組につき4点 合計20点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

 

第2問  

仕         訳 
取引日 

借 方 科 目 金 額 貸 方 科 目 金 額 

当 座 預 金 100,000 売 上 250,000 
5 

受 取 手 形 150,000   

仕 入 305,000 買 掛 金 300,000 
10 

  当 座 預 金 5,000 

買 掛 金 250,000 当 座 預 金 100,000 
20 

  受 取 手 形 150,000 

当 座 借 越 55,000 受 取 手 形 100,000 

当 座 預 金 44,000   

1 

31 

手 形 売 却 損 1,000   

各日付につき2点 合計8点 

(配点は、当学院の予想です) 
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第3問 

 残 高 試 算 表  

借    方 貸    方 

10月31日現在 9月30日現在 
勘 定 科 目 

9月30日現在 10月31日現在 

74,000 41,000 現 金   

517,000 698,000 当 座 預 金   

526,000 556,000 受 取 手 形   

578,000 601,000 売 掛 金   

42,000 58,000 売買目的有価証券   

315,000 315,000 繰 越 商 品   

9,000  ( 前 払 金 )   

800,000 800,000 備 品   

  支 払 手 形 418,000 472,000 

  買 掛 金 375,000 310,000 

  前 受 金 14,000 54,000 

  貸 倒 引 当 金 29,000 9,000 

  備品減価償却累計額 360,000 360,000 

  資 本 金 1,000,000 1,000,000 

  売 上 6,485,000 6,880,000 

  有価証券売却益 7,000 11,000 

3,683,000 3,321,000 仕 入   

1,890,000 1,701,000 給 料   

650,000 585,000 支 払 家 賃   

12,000 12,000 支 払 保 険 料   

9,096,000 8,688,000  8,688,000 9,096,000 

    1つにつき2点 合計32点 

(配点は、当学院の予想です) 

 

 

 

第4問  

(ア) (イ) (ウ) (エ) (オ) 

買 掛 金 試 算 表 建 物 評 価 土 地 

各2点 合計10点 

(配点は、当学院の予想です) 
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第5問  

 精 算 表  

残 高 試 算 表 修 正 記 入 損 益 計 算 書 貸 借 対 照 表 
勘 定 科 目 

借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 借 方 貸 方 

現 金 588,000  8,000  580,000

当 座 預 金 4,300,000  240,000  4,540,000

受 取 手 形 360,000   360,000

売 掛 金 650,000  50,000  600,000

貸 倒 引 当 金 25,000 3,800  28,800

売買目的有価証券 400,000  37,000 200,000  237,000

繰 越 商 品 450,000  400,000 450,000  400,000

備 品 500,000   500,000

備品減価償却累計額 200,000 50,000  250,000

支 払 手 形 300,000  300,000

買 掛 金 450,000  450,000

仮 受 金 50,000 50,000  

借 入 金 2,000,000  2,000,000

資 本 金 4,000,000  4,000,000

売 上 11,000,000 11,000,000 

受 取 配 当 金 25,000 25,000 

仕 入 7,200,000  450,000 400,000 7,250,000  

給 料 2,160,000  2,160,000  

支 払 家 賃 1,080,000  210,000 870,000  

通 信 費 96,000  96,000  

水 道 光 熱 費 168,000  168,000  

租 税 公 課 38,000  38,000  

支 払 利 息 60,000  21,000 81,000  

  18,050,000 18,050,000  

雑 ( 損 )  8,000 8,000  

有価証券売却(益)  40,000 40,000 

貸倒引当金繰入  3,800 3,800  

減 価 償 却 費  50,000 50,000  

有価証券評価(益)  37,000 37,000 

( 前 払 ) 家 賃  210,000  210,000

( 未 払 ) 利 息  21,000  21,000

当 期 純 ( 利 益 )  377,200  377,200

  1,469,800 1,469,800 11,102,000 11,102,000 7,427,000 7,427,000

    1つにつき3点 合計30点     

 (配点は、当学院の予想です) 
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【３級解説】 

第１問 

１．電気代のうち、店主の家事費(生活費)に該当する部分はお店の費用にはできず、「資本金」勘定の減少または「引

出金」勘定で処理します。指定された勘定科目に注意しましょう。 

２．先月、土地を売却した際に計上した未収金を回収する取引です。 

３．商品仕入れ時に支払った引取運賃は「仕入」勘定に含めて処理します。 

４．手形を使用した金銭の貸し付けです。「手形貸付金」勘定で処理します。 

５．当座借越契約を締結している場合で、当座預金残高を超える小切手の振出しを行ったときは、その超過部分を「当

座借越」勘定で処理します。 

 

 

第２問 

各取引を仕訳すると以下の通りです。25 日の時点で当座預金残高が貸方(マイナス)になっており、当座借越が

計上されたことがわかります。 

5日 ( 当 座 預 金 ) 100,000  ( 売 上 ) 250,000 

 ( 受 取 手 形 ) 150,000    

10日 ( 仕 入 ) 305,000  ( 買 掛 金 ) 300,000 

     ( 当 座 預 金 ) 5,000 

15日 ( 受 取 手 形 ) 100,000  ( 売 上 ) 100,000 

20日 ( 買 掛 金 ) 250,000  ( 当 座 預 金 ) 100,000 

     ( 受 取 手 形 ) 150,000 

25日 ( 買 掛 金 ) 300,000  ( 当 座 預 金 ) 245,000 

     ( 当 座 借 越 ) 55,000 

31日 ( 当 座 借 越 ) 55,000  ( 受 取 手 形 ) 100,000 

 ( 当 座 預 金 ) 44,000    

 ( 手 形 売 却 損 ) 1,000    

 

 

第３問 

10月中の取引の仕訳は以下のとおりです。 

１．商品売買に係る手付金の授受 

(1) ( 前 払 金 ) 30,000  ( 当 座 預 金 ) 30,000 

(2) ( 当 座 預 金 ) 40,000  ( 前 受 金 ) 40,000 

２．商品の仕入れ 

 ( 仕 入 ) 372,000  ( 当 座 預 金 ) 71,000  

     ( 買 掛 金 ) 187,000  

     ( 受 取 手 形 ) 54,000  

    ( 支 払 手 形 ) 39,000  

    ( 前 払 金 ) 21,000  

 ( 買 掛 金 ) 10,000  ( 仕 入 ) 10,000  
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３．商品の売上げ 

 ( 現 金 ) 38,000  ( 売 上 ) 409,000  

 ( 売 掛 金 ) 296,000    

 ( 受 取 手 形 ) 75,000     

 ( 売 上 ) 14,000  ( 売 掛 金 ) 14,000  

４．掛け代金の決済 

 ( 買 掛 金 ) 242,000 ( 当 座 預 金 ) 80,000  

     ( 支 払 手 形 ) 92,000  

     ( 売 掛 金 ) 70,000  

 ( 当 座 預 金 ) 110,000 ( 売 掛 金 ) 215,000  

 ( 受 取 手 形 ) 105,000     

５．手形の決済 

 ( 支 払 手 形 ) 77,000  ( 当 座 預 金 ) 77,000  

 ( 当 座 預 金 ) 156,000 ( 受 取 手 形 ) 156,000  

６．有価証券の売買 

 ( 売買目的有価証券 ) 42,000 ( 当 座 預 金 ) 42,000  

 ( 当 座 預 金 ) 62,000 ( 売買目的有価証券 ) 58,000  

    ( 有 価 証 券 売 却 益 ) 4,000  

７．その他の取引 

 ( 給 料 ) 189,000 ( 当 座 預 金 ) 189,000  

 ( 現 金 ) 60,000 ( 当 座 預 金 ) 60,000  

 ( 支 払 家 賃 ) 65,000 ( 現 金 ) 65,000  

 ( 貸 倒 引 当 金 ) 20,000 ( 売 掛 金 ) 20,000  

 

 

 

 

第５問 

決算整理事項等 

１．現金過不足について 

 ( 雑 損 ) 8,000  ( 現 金 ) 8,000  

２．売買目的有価証券について 

 ( 当 座 預 金 ) 240,000  ( 売買目的有価証券 ) 200,000  

     ( 有 価 証 券 売 却 益 ) 40,000  

３．仮受金について 

 ( 仮 受 金 ) 50,000  ( 売 掛 金 ) 50,000  
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４．貸倒引当金の設定について 

 ( 貸 倒 引 当 金 繰 入 ) 3,800 * ( 貸 倒 引 当 金 ) 3,800  

受取手形と売掛金の期末残高の3％(￥28,800)を貸倒引当金として設定するため、決算整理前の貸倒引

当金残高￥25,000に￥2,000を繰り入れます。 

* (￥360,000＋￥650,000－￥50,000)×3％－￥25,000＝￥3,800 

５．売上原価の算定について 

 ( 仕 入 ) 450,000 *1 ( 繰 越 商 品 ) 450,000  

 ( 繰 越 商 品 ) 400,000 *2 ( 仕 入 ) 400,000  

仕入勘定残高(当期仕入高)に、期首商品棚卸高を加算し、期末商品棚卸高を減算することで売上原価を

算定します。 

*1  期首商品棚卸高：決算整理前試算表「繰越商品」勘定より 

*2 期末商品棚卸高：問題文資料より 

６．売買目的有価証券の評価替について 

 ( 売買目的有価証券 ) 37,000 * ( 有 価 証 券 評 価 益 ) 37,000  

* 時価総額＠￥2,370×100株－簿価総額(￥400,000－￥200,000)＝￥37,000 

７．減価償却について 

 ( 減 価 償 却 費 ) 50,000 * ( 備品減価償却累計額 ) 50,000  

* (￥500,000－￥0)÷10年＝￥50,000 

８．支払家賃について 

 ( 前 払 家 賃 ) 210,000 * ( 支 払 家 賃 ) 210,000  

支払家賃のうち、3ヵ月分(次期1/1～3/末)は次期の期間に対するものなので、当期の支払家賃から控除

し次期に繰り延べます。 

* ￥840,000×
12ヵ月

3ヵ月
＝￥210,000 

９．支払利息について 

 ( 支 払 利 息 ) 21,000 * ( 未 払 利 息 ) 21,000  

次期3月末に支払う予定の利息のうち、3ヵ月分(当期10/1～12/末)は当期の経過期間に対するものなの

で、当期の支払利息として見越計上します。 

* ￥2,000,000×4.2％×
12ヵ月

3ヵ月
＝￥21,000  


